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観光文化スポーツ部　令和５年度の主な施策の概要
観光文化スポーツ部

現状認識

○　コロナによる行動制限の緩和やインバウンド需要の回復など、今後、観光需要は上向くことが見込まれるものの、　

　観光産業においては低い賃金水準や不規則な労働環境などを背景とした人手不足が深刻であり、観光需要の高まりを　
　取り込んでいくための人材確保が急務となっている。
○　また、他の産業に比べ労働生産性が低いことから、デジタル技術の活用やサービスの高付加価値化に向けた支援を
　引き続き進めるとともに、季節による繁閑の平準化に向けた冬季誘客を一層強化していく必要がある。
○　こうした課題に対処しつつ、豊かな自然や温泉のほか、地域に根ざした食・文化・スポーツと観光との連携を強化
　し、基盤となる交通ネットワークの充実を図りながら、観光を基軸とした交流人口の拡大を推進する。

冬季誘客

高付加価値化

デジタル化

若者定着・女性活躍

繁忙期
の3割 繁忙期

の７割

○　閑散期となる冬季の誘客を推進し、通年での観光客数の平準化に取り組むことにより、
　観光事業者の経営の安定化が図られ、収益が改善される。
○　加えて、多様化する旅行ニーズへの対応と労働生産性の向上に向けて、デジタル技術
　の積極的な活用や付加価値の高いサービスの提供等への支援などを行い、賃金の向上に　
　つなげ、人材確保に結び付ける好循環を構築し、観光産業の持続的な成長を実現する。

対応方針

（人） （人泊）
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◎新たな冬の魅力の開発（イルミネーション、スノーシュー等）
◎インバウンド誘客の推進（台湾・香港・タイ・韓国）
◎官民一体の冬旅キャンペーンの展開（旅行業、交通事業者等と連携）
◎冬の秋田における食の魅力向上と体感イベントの開催
◎スポーツイベントの開催
◎三セク鉄道イベント観光列車の運行
◎無形民俗文化財体験イベントの開催　等

◎宿泊施設におけるサービスの高付加価値化に向けた改修支援
◎県有観光施設等の魅力向上に向けた改修
◎魅力ある体験型コンテンツの整備
◎魅力ある観光エリアづくりの推進

◎多様なニーズに対応した受入態勢の整備　等

◎秋田県観光ＤＭＰの構築・活用と東北ＤＭＰとの連携

◎宿泊施設でのデジタル技術を活用したシステムの導入支援
◎「アキタファン」等を活用したデジタルプロモーションの実施

◎キャッシュレス化等による地域公共交通の利便性向上
◎オンライン等による本県文化の魅力発信　等

◎職場改善に向けた経営者向けセミナーの開催
◎女性活躍推進セミナーの開催
◎若い世代の食品事業者への支援

◎ミルハスを核としたにぎわいの創出　等

冬の魅力向上
集客力向上

人材確保

賃金向上

経営の安定化
（収益改善）

観光産業の成長に向けた
好循環の確立

観光産業の持続的な成長に向けた戦略

交流人口拡大

設備投資
（高付加価値化）
（デジタル化）

観光と連携した
取組事例

生産性向上

冬季誘客 高付加価値化

デジタル化
若者定着・女性活躍

【文化】
ミルハスを核とし

た文化芸術の発信と
にぎわいづくり 等

【スポーツ】
スポーツツーリ
ズムの強化によ
る誘客促進　等

【食】
県産食品の売

込み強化と食品
産業支援　等

【交通】
交流を支える

交通ネットワーク
の充実　等
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・ 宿泊施設におけるサービスの高付加価値化に向けた施設整備等

への支援（R4.12 月補正）○冬 ○高 ○デ

・新職場環境の改善等をテーマとした経営者

向けセミナーの開催○若

・新就業意欲の向上等を目的とした女性従業員

向けセミナーの開催○若

・新小正月行事やスノーアクティビティを活用したコン

テンツづくり○冬

・新季節による繁閑の平準化に向けた官民一体による秋

田冬旅キャンペーン（仮称）の展開○冬

・ 麺をテーマとした観光周遊に向けた情報発信○高

・ 自然やアウトドア志向など多様なニーズに対応した

滞在型・体験型コンテンツづくり○高 ○若

・ 無形民俗文化財を紹介するワークショップ形式の

体験型プログラムの作成・提供とイベント開催○冬 ○若

・ わらび座を活用した東北の伝統芸能や祭りをテーマとしたノン

ヴァーバル（非言語型）のミュージカル公演の開催

・新洋上風力発電を活用した新たな観光資源の磨き上げ

・新インバウンドに対応した現地発着旅行商品の販売に向けたワー

クショップ等の開催○高

・新欧州旅行者の受入拡大に向けたモニターツアーの実施○高

観光産業の生産性向上につながる取組の推進

・拡秋田県観光ＤＭＰのデータ収集・分析エリアの拡大○デ

・ 東北観光ＤＭＰとのデータ連係と分析データの活用○デ

・ 「アキタファン」を活用したデジタルプロモーションの展開と

ターゲットの分析○デ
・ 秋田ゆかりのアニメキャラクター等を活用した誘客の促進

・ スノーアクティビティや雪国文化を活用した冬季誘客の促進○冬

・拡最重点市場である台湾からの直行便誘致に向けた取組の強化

・新欧州市場の新規開拓に当たり必要な旅行ニーズ等の調査

・新業界団体との連携による首都圏等に向けた販路拡大の取組強化

・新首都圏における県産食品体感イベントの開催○冬

・ 地域商社等との連携による県産食品の輸出拡大

・新藝大フィルによるミルハス開館 1 周年記念公演の開催○若

・ 周辺文化施設と連携したイベントの開催○冬 ○若

・ スポーツイベントや合宿の誘致を活用した

観光・食・文化等のＰＲ活動○冬

・ 首都圏で開催されるアウェイゲームに合わ

せた本県観光に係る売込みの強化

国内市場の特性や動向を踏まえた誘客プロモーションの展開

食・文化・スポーツが連携した滞在型・体験型観光の推進

旅行者の多様なニーズに応じた受入態勢の整備

観光・食・文化・スポーツが連携した観光地づくり・誘客の推進

インバウンド需要の回復に対応した取組の強化

国内外のニーズに対応した県産食品の売込み強化

ミルハスを核とした文化芸術の発信とにぎわいづくり

スポーツツーリズムの強化による誘客促進

アキタノ SAKE

フェス 2022

冬季誘客：○冬 高付加価値化：○高 若者定着・女性活躍：○若 デジタル化：○デ

露天風呂（冬季誘客に資する

施設整備のイメージ）

星空ナイトツアー

（田沢湖）

ウォーターテント

（田沢湖）

ミルハスと周辺施設との連携
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・新事業拡大に向けた取組等を支援する伴走コーディネーターの配置 ・ 事業者間連携に向けた交流会の開催

・新リーディングカンパニーを目指す事業者等による経営規模の拡大や生産性向上につながる取組への支援○若

・拡酒粕を堆肥として活用した資源循環型の酒造りなど、時代のニーズを先取りした食の開発への支援○高

食品産業を牽引する事業者育成に向けた総合的な支援

食のリーディングカンパニーの創出

食品産業が行うＳＤＧｓの取組への支援

・新秋田国際音楽祭の開催による文化芸術の発信 ・ 県内文化団体等が行う交流人口の拡大を図る取組への支援

・ 藝大フィルによる小中高校生と県民を対象とした質の高い音楽に触れる機会の提供や演奏技術の指導

・新運動部活動の地域移行を見据えた小中学生を対象とした運動体験教室のモデル実施 ・新ＩＣＴを活用した運動教室のウェブ配信○デ

・拡県民のスポーツ活動等の拠点となる新県立体育館の整備に向けた基本計画の策定とＰＦＩ導入可能性調査の実施

県民の文化・スポーツ活動の基盤となる取組の推進

文化芸術活動の促進と次代を担う人材の育成

県民のスポーツ活動の推進に必要な基盤の整備

・拡秋田新幹線新仙岩トンネル整備計画の実現に向けた国への要望活動の実施とＪＲ東日本が行う調査への支援

・新利用促進協議会へのアドバイザーの配置やＯＴＡなどを活用した誘客促進による大館能代空港羽田線三往復運航の定着

・拡ＡＩオンデマンド乗合タクシーなどのデジタル技術を活用した新たなサービスの導入への支援○デ

・新ＪＲローカル線の維持・活性化を目指した沿線自治体等による協議への参画や利用促進を図る取組への支援

・ 秋田版図柄入りナンバープレートの普及促進

活発な交流を支える交通ネットワークの整備促進と利便性の向上

幹線鉄道や航空路線の維持拡充と整備の促進

コンパクトで利便性の高い魅力ある地域公共交通網の形成

フリーズドライ設備

多目的で利用できる新Ｂ１基

準アリーナ（イメージ図）

秋田版図柄入り

ナンバープレート
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女性従業員向けセミナー

観光人材確保支援事業について【新規】

観光戦略課

１ 目 的

観光業に必要な人材を確保するため、関係団体と連携し、経営者及び女性従業員向けの意識啓発等を促進するセ
ミナーを開催することにより、職場環境の改善や女性の活躍を推進する。

２ 概 要

（１）宿泊事業者意識啓発セミナーの開催 ２，２７５千円

働き方改革など職場環境の改善のほか、女性従業員の積極的な活用をテーマに、

経営者向けの意識啓発セミナーを開催する。
・対 象 者：宿泊事業者 等
・場 所：県内３か所（県北・県央・県南）
・委 託 先：(一社)秋田県観光連盟（予定）

（２）女性活躍を推進するためのセミナーの開催 ２，２３８千円
観光業における中核人材の育成に向け、女性従業員を対象に、就業意欲の向上や

スキルアップを目的としたセミナーを開催する。
・対 象 者：観光業・宿泊業に従事する女性従業員
・場 所：県内３か所（県北・県央・県南）
・委 託 先：(一社)秋田県観光連盟（予定）

経営者向けセミナー
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３ 予算額 ４，５１３千円

（１）宿泊事業者意識啓発セミナーの開催 ２，２７５千円
内 訳 ・旅 費 ５６千円

・需用費 ９６千円
・委託料 ２，０９９千円
・使用料 ２４千円

委託料の内訳
・セミナー開催経費 １，３５８千円
・その他経費 ７４１千円

（２）女性活躍を推進するためのセミナーの開催 ２，２３８千円
内 訳 ・旅 費 ５７千円

・需用費 ９６千円
・委託料 ２，０７３千円
・使用料 １２千円

委託料の内訳
・セミナー開催経費 １，３３５千円
・その他経費 ７３８千円
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サンルーラル大潟

観光戦略課観光施設魅力向上事業について

１ 目 的

県有観光施設について、利用者の安全・安心の確保及び

燃料価格高騰等の対策に係る省エネルギー化を促進するた

めの改修等を行う。

２ 概 要

観光戦略課

（単位：千円）

男鹿水族館秋田ふるさと村

３ 予算額 ５５３，４２２千円

委託料の内訳 設計業務等経費 １２，６５５千円

・旅 費 ８５千円

・需 用 費 ２１９，１５７千円

・委 託 料 １２，６５５千円

・工事請負費 ３２１，５２５千円

内 訳

県 債 ４５７，７００千円

一般財源 ９５，７２２千円

フォレスタ鳥海十和田ホテル

たざわ湖スキー場
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観光連携団体共同事業について

観光振興課

１ 目 的

旅行形態や観光ニーズの多様化を踏まえ、効率的かつ効果的に誘客を促進するため、北東北三県の自治体や交通事業者等と

の連携強化を図る。

２ 概 要

（１）北東北三県観光立県推進協議会負担金 ４，７３３千円

北東北三県の観光スポットをネットワーク化することにより観光の魅力を高めるなど、北東北三県が連携し観光客の誘

客を図る。

・事業内容：北東北エリアが一帯となった誘客プロモーション及びエージェント・マスコミ等招請事業の実施 等

・実施主体：北東北三県観光立県推進協議会

（２）冬季誘客イベント支援事業補助金 １，０００千円

青森県及び十和田湖周辺自治体、関係団体と共同で取り組む「十和田湖冬物語２０２４」の

実施に対して支援を行う。

・実施主体：十和田湖冬物語実行委員会

（３）秋田密着型旅行商品開発促進協議会負担金 １，０００千円

本県への観光客の誘致拡大を図るため、ＪＲ東日本と連携し、観光資源を生かした着地型旅

行商品を開発するとともに、冬季の観光ＰＲなどきめ細かに秋田の魅力を発信する。

・事業内容：新たな旅行商品の開発、キャッシュレスの推進に向けた取組、

首都圏へのプロモーション

・実施主体：秋田密着型旅行商品開発促進協議会

３ 予算額 ６，７３３千円（負担金補助及び交付金）

十和田湖冬物語２０２３
ポスター
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秋田の魅力発見・発信事業について

観光振興課

１ 目 的

ＳＮＳやマスメディアなど各種広報媒体の特性を生かし、秋田の魅力を全国に発信するとともに、アニメ・マンガを活用し

た観光ＰＲを実施することにより、本県の認知度を高め、秋田ファンの一層の拡大を図る。

２ 概 要

（１）魅力発信と情報交流による秋田ファンの拡大 １５，２８７千円

①多様なメディアを活用した秋田ファンの創出

「あきたびじょん」のデザインを活用しながら、ＳＮＳを通じた情報発信やフォトコンテ

ストを行う。

・委託先：秋田活版印刷(株)（ポストカード制作）（予定）

②県ゆかりの人とのネットワーク活用

あきた音楽大使とタイアップし、秋田の魅力を伝える冊子を作成するほか、各大使の活動

に対して支援を行う。

・委託先：(株)リントゥ（あきた音楽大使高橋優氏の所属芸能事務所）（予定）

③ロケ支援体制の強化

本県のメディアへの取り上げ機会を拡大するため、スキルアップ研修会を実施するほか、

ロケ地などの情報発信を強化する。

（２）アニメ・マンガを活用した誘客促進事業 ６，０８４千円

①「家族都市協定」に基づく観光ＰＲの実施

クレヨンしんちゃんと本県、埼玉県、熊本県の三県が締結した家族都市協定に基づき、専

用ノベルティ・パンフレットの作成や各県と連携した観光ＰＲを実施する。

・委託先：(株)双葉社（予定）

「家族都市」専用ウェブページ

あきた音楽大使との
タイアップ
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②アニメを活用した観光ＰＲの実施

人気アニメのキャラクターがデザインされたマンホールを周遊するスタンプラリーを行う。

・マンホール設置場所：調整中（５か所程度）

３ 予算額 ２１，３７１千円

（１）魅力発信と情報交流による秋田ファンの拡大 １５，２８７千円

内 訳 委託料の内訳

・報償費 ２５６千円

・旅 費 １，３５２千円

・需用費 １００千円

・役務費 １２０千円

・委託料 １２，３８８千円

・使用料及び賃借料 ９７１千円

・負担金補助及び交付金 １００千円

（２）アニメ・マンガを活用した誘客促進事業 ６，０８４千円

内 訳 委託料の内訳

・旅 費 ３０５千円

・需用費 ３０千円

・役務費 ３５千円

・委託料 ５，７１４千円

・あきたびじょんポストカード制作 ８８千円

・音楽大使とタイアップした誘客プロ

モーション冊子制作 １１，７００千円

・ロケ支援動画制作・サイト更新 ６００千円

・観光ＰＲイベント開催 １，３３１千円

・ノベルティ等制作 ２，５６８千円

・スタンプラリー等実施 １，８１５千円
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５，１００千円３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 

洋上風力発電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 

秋田洋上風力発電(株)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 
提供：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 

洋上風力を活用した誘客促進事業について【新規】
（秋田ならではのツーリズム推進事業）

                                                                              　　　                観光振興課

１　目　的
　　洋上風力発電を観光資源として活用するため、市町村等が実施する旅行者の県内周遊の促進や受入態勢の整備に関する
　取組を支援する。

２　概　要
　（１）洋上風力発電産業地域における周遊促進システムの構築支援    　  ３，３００千円
　　　　洋上風力発電が稼働する又は立地計画を有する地域において、旅行者の周遊を促すため
　　　のシステム構築に対する補助を行う。
　　　　・　　　　　　：洋上風力発電が稼働する又は立地計画を有する地域の自治体
　　　　・補助対象経費：旅行者の周遊促進システムの構築に要する経費

　　　　・補　 助   率：１０／１０

　（２）洋上風力発電産業観光受入態勢整備支援　　　　　　　　　　　　　１，８００千円
　　　　洋上風力発電を新たな観光資源とした視察旅行や教育旅行等の受入を行う団体の体制整
　　　備に対する補助を行う。
　　 　 ・　　　　　　：洋上風力発電設備の視察受入体制を構築予定の自治体又は当該自治体
                        が参画する観光団体等
　　　　・補助対象経費：ガイド人材の育成等に要する経費

　　　　　　　　　　　　（先進地視察、勉強会・セミナーへの参加等）
　　　　・補   助   率：１／２

補 助 対 象 者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 

補 助 対 象 者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 

（負担金補助及び交付金）
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デジタルデータを活用した誘客促進事業について

                                                                                             　　　 観光振興課

１　目　的

　　データ分析の共通基盤となる「秋田県観光ＤＭＰ（データ・マネジメント・プラットフォーム）」の構築及び運用を行

　うとともに、本県への観光のターゲットになり得る層に向けたデジタルプロモーションとその成果分析を行う。

２　概　要

（１）秋田県観光ＤＭＰ構築に向けた実証事業    　　　　　 　 ４２，２０２千円

　　　「秋田県観光ＤＭＰ」の構築・運用のほか、ＤＭＯ等への活用支援、実証地域

　　における宿泊者データの収集や分析を行う。

　　　・実証地域：男鹿市、鹿角市、仙北市

　　　・委 託 先：（一社）秋田県観光連盟、（一社）東北観光推進機構等（予定）

　

（２）アキタファンを活用したデジタルプロモーション事業　　　１１，０５３千円

　　　効果的・効率的なウェブ広告を行うために、観光サイトに誘導するウェブ広告

　　の配信及び広告閲覧者の来訪計測を行う。

　　　・業務内容：①「アキタファン」へ誘導するウェブ広告等の配信及び来訪計測

　　　　　　　　　②配信や来訪計測の結果分析によるさらなる効率化の検討

　　　・委 託 先：企画提案競技により選定

ウェブ広告のバナーデザイン

秋田県観光ＤＭＰにおける
分析イメージ
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委託料の内訳　・企画管理　　　　　　　　　　　　５５０千円
　　　　　　　・広告配信　　　　　　　　　　６，６００千円
　　　　　　　・記事制作　　　　　　　　　　２，６４０千円
　　　　　　　・配信結果分析　　　　　　　　１，１００千円

内　訳　・旅　費　　　　　　　　　２９千円
　　　　・需用費　　　　　　　　　７０千円
　　　　・役務費　　　　　　　　　４９千円
　　　　・委託料　　　　　１０，８９０千円

　　　　・使用料及び賃借料　　　　１５千円

内　訳 ・旅　費　　　　　　　　　９４千円
・委託料　　　　　４２，１０８千円

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　  ５３，２５５千円

（１）秋田県観光ＤＭＰ構築に向けた実証事業    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２，２０２千円

（２）アキタファンを活用したデジタルプロモーション事業　　  　 　　　　　　　 　　　　　　　１１，０５３千円

委託料の内訳　・ＤＭＰ構築・運用　　　    ２１，１１５千円
　　　　　　　・宿泊者データの収集・分析  ２０，９９３千円

（デジタル田園都市国家構想交付金活用予定）
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広域連携による戦略的プロモーション事業について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観光振興課

１　目　的
　　広域的な観光マーケティングデータを分析し、東北観光推進機構や東北各県、東京都等と連携したプロモーション
　を展開することにより、海外における本県の認知度向上や広域的な観光流動の促進を図る。

２　概　要
（１）東北観光ＤＭＰ活用事業    　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　 　   ６，５００千円
　　　データに基づいたプロモーションや受入態勢の整備に取り組むため、東北観光推進機構が運営する東北観光
　　ＤＭＰ（データ・マネジメント・プラットフォーム）のマーケティングデータを分析・活用する。
　　　・委   託   先：(一社)東北観光推進機構（予定）

（２）東北・新潟広域連携事業　　                 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　１１，７６３千円
  　　インバウンド誘客の拡大を図るため、東北観光推進機構や東北各県等と連携し、広域プロモーションを展開する。
　　　・対象国・地域：台湾、韓国、タイ、中国、香港、欧米
　　　・　　　　　　：インフルエンサー、メディア招請による情報発信
　　　　　　　　　　　旅行エージェント招請による旅行商品の造成促進
　　　　　　　　　　　現地旅行博への出展によるプロモーション
　　　　　　　　　　　旅行エージェント向け観光セミナーの開催　　等
　　　・委   託   先：(一社)東北観光推進機構が企画提案競技により選定した事業者

（３）東京都連携事業                             　　　　　　　　 ９１４千円
　　　東京都や東北各県等と連携し、東京を起点とした東北周遊ルートのプロモーションを
　　展開する。
　　　・対   象   国：オーストラリア
　　　・            ：オンライン広告の掲出、海外のオンライン・トラベル・エージェント
　　　　　　　　　 　（ＯＴＡ）の活用
      ・委   託   先：東京都が企画提案競技により選定した事業者
                  

台湾での東北合同ＰＲ

内　訳 ・旅　費　　　　　８２７千円
・需用費　　　　　１００千円
・役務費　　　　　１５０千円
・委託料　　１８，１００千円

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 　１９,１７７千円

委託料の内訳 ・東北観光ＤＭＰの活用　　  　６，５００千円
・東北・新潟との広域連携　　１０，８００千円
・東京都との連携　　　　　　　　　８００千円

事 業 内 容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 

　（デジタル田園都市国家構想交付金活用予定）

事 業 内 容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 
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インバウンド回復に向けた誘客促進事業について
                                                                                          　　　　　 観光振興課

１　目　的
　　インバウンド需要の回復に向け、各市場での情報発信に加え、冬季誘客の促進や欧州市場の開拓、台湾直行便の誘致を図る。　　　　　　　　　　　　　　

２　概　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）対象市場向け情報発信・情報収集事業　　　    　　　　　　　２７，９１０千円
　　　ＦＩＴ（海外個人旅行者）の増加が見込まれることから、市場の特性に応じた情報発信を行うとともに、現地コーディネ
　　ーターを通じて、旅行会社等への情報提供・収集を行う。
　　　・事業内容：ＳＮＳ等による情報発信（台湾、タイ、中国、韓国）
　　　　　　　　　現地コーディネーターの設置（台湾、タイ、中国、韓国）
      　　　　　　知事によるトップセールスの実施(タイ)
　　　・委 託 先：各市場の海外マーケティングサポート事業者（予定）

（２）台湾誘客促進強化事業                　　　　     　　 　１５８，５８６千円
　　　国際チャーター便・定期便の運航に向け、航空会社や旅行会社に対し、運航経費や
　　旅行商品造成費の支援を行うとともに、航空会社等へのトップセールスを実施する。
　　 ・委 託 先：台湾の海外マーケティングサポート事業者（予定）　　　                         

（３）冬季誘客促進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０，８１８千円　　　　　　　　

　　　雪国ならではの食・文化やスキー場及びスノーアクティビティの魅力を発信するた
　　め、インフルエンサーの招請や現地旅行会社向けのセミナーを実施する。
　  　・事業内容：インフルエンサー招請（オーストラリア、タイ、香港）
　　　　　　　　　現地旅行会社向けスキーセミナーの実施（韓国）　
      ・委 託 先：海外マーケティングサポート事業者等（一部、企画提案競技により選定）                                                                      

（４）欧州市場等新規開拓推進事業【新規】                 　　 　１３，６５３千円
　　　発酵食に代表される本県の食文化や、秋田ゆかりのアート等を誘客のキーコンテンツとし、欧州での市場調査や情報発信
　　を実施するほか、在日メディア等によるモニターツアーを実施し、県内観光施設等における受入態勢の強化を図る。　　　        
    　・委 託 先：欧州に拠点を有する観光・交通事業者等（一部、企画提案競技により選定）　

森吉山の樹氷体験
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３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　２２０，９６７千円

内　訳　・人件費　　　　　　 　２，４５７千円
　　　　・旅　費　　　　　　 　２，８５０千円
　　　　・需用費　　　　　　 　　　４００千円
　　　　・役務費　　　　　　 　　　２００千円
　　　　・委託料　　　　　 　２２，００３千円
　　　　

委託料の内訳　・ＳＮＳ等による情報発信　　　　　　　７，７６６千円　　
　　　　　　　・現地コーディネーターの設置　　　　１０，１２３千円
　　　　　　　・知事によるトップセールスの実施　　　４，１１４千円

（１）対象市場向け情報発信・情報収集事業    　　　　　　　　２７，９１０千円

（３）冬季誘客促進事業　　 　　　　　　　　         　　　　２０，８１８千円

内　訳　・旅　費　　 　　　　　１，９７１千円
　　　　・委託料　　 　　　　１８，８４７千円

委託料の内訳　・インフルエンサーの招請　　 　　 　１４，５２７千円
　　　　　　　・スキーセミナーの実施　　　 　　　 　４，３２０千円

（４）欧州市場等新規開拓推進事業                 　　　　   １３，６５３千円

内　訳　・旅　費　　　　　　　　 　２０３千円
　　　　・需用費　　        　　　 １００千円
　　　　・役務費　　　　   　　　　２００千円　　
　　　　・委託料　   　　　　１３，１５０千円

委託料の内訳　・市場調査や情報発信　　　　　　　　　９，７６２千円
　　　　　　　・欧米旅行者の受入態勢の強化　　　　　３，３８８千円　　

（２）台湾誘客促進強化事業　　                   　　　　 １５８，５８６千円

内　訳　・報償費 　　　　　　　　　１５０千円
　　　　・旅　費　　　　 　　　３，３１９千円
　　　　・需用費　　　　　　　　　 １５０千円
　　　　・役務費　　　　 　　　　　４００千円
　　　　・委託料　　　　　 １５４，５４７千円
　　　　・使用料及び賃借料 　　　　　２０千円　

委託料の内訳　・チャーター便等の運航支援　　　　１３０，８８９千円
　　　　　　　・旅行商品造成の支援　　　　　　　　　９，９２２千円
　　　　　　　・現地イベントの実施　　　　　　　　　１，９８７千円
　　　　　　　・現地旅行博等への出展　　　　　　　　５，６７６千円
　　　　　　　・少人数ツアーの促進　　　　　　　　　３，０２４千円
　　　　　　　・知事によるトップセールスの実施　　　３，０４９千円

デジタル田園都市国家構想交付金(活用予定を含む）　２４，２００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 諸収入 　       　１０千円
                                     一般財源  １９６，７５７千円
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冬こそ秋田だ！秋田の冬旅推進事業について【新規】

観光振興課

１ 目 的

本県観光の大きな課題である季節による繁閑の平準化に向けた冬季観光の振興を図るため、秋田の冬のブランド化を推進

するキャンペーンを官民が一体となって展開する。

２ 概 要

宿泊事業者や交通事業者等と連携して、スノーアクティビティや冬のグルメなど、

雪国秋田ならではの魅力をＰＲするキャンペーンを実施する。

・実施時期：令和５年１２月～令和６年３月

・事業内容：統一ロゴの作成やオープニングイベントの実施

特設ウェブサイトによるデジタルプロモーションの実施

交通事業者等との連携による集中的な広告展開

・委 託 先：企画提案競技により選定

３ 予算額 ３３，９１９千円

（デジタル田園都市国家構想交付金活用予定）

内 訳 委託料の内訳

・旅 費 ４５４千円 ・オープニングイベント開催 ３，８５０千円

・需用費 １３８千円 ・広告宣伝 １９，００３千円

・委託料 ３３，２６７千円 ・特設サイト構築運用 ６，６１９千円

・使用料及び賃借料 ６０千円 ・事業効果分析 ７１５千円

・企画管理 ３，０８０千円

スノーアクティビティ
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旨し国 Akita 誘客促進事業について
食のあきた推進課

１ 目 的
秋田の食を活用した観光周遊を促進するため、食をテーマとした観光ルートの情報発信を行うとともに、発酵

ツーリズム拠点施設の魅力アップを図る。

２ 概 要
(１)食の周遊化促進事業 ２８，３８４千円
①食の周遊化誘客戦略会議の開催

食や観光に関わる有識者による会議を開催し、誘客促進に向けた意見交換を行う。

②隠れた麺王国あきたのＰＲ
稲庭うどんや西馬音内そばなど、本県の麺をテーマとした観光周遊に向けた情報

発信を行う。
・事業内容：観光マップの制作、旅行雑誌・ウェブサイトへの掲載 等
・委 託 先：企画提案競技により選定

③「あきたカモシドコロ」受入環境の整備
県内の民間事業者が実施する発酵ツーリズム拠点施設の整備に要する経費に対し、助成する。
・補助対象：県内の発酵食品事業者
・対象経費：施設整備に要する経費
・補 助 率：１／２（上限額２５，０００千円）
・採択件数：１件

(２)食と観光の情報発信事業 １，７２１千円
食と周辺観光を組み合わせた観光ルート情報を効果的に発信するため、あきた発酵ツーリズムウェブサイト

「本日あきた発酵中。」のコンテンツを拡充する。
・委 託 先：企画提案競技により選定

みそボール作りを楽しむ観光客
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３ 予算額 ３０，１０５千円
デジタル田園都市国家構想交付金活用予定 ２，４８６千円

地域経済循環創造事業交付金活用予定 １２，５００千円
一般財源 １５，１１９千円

(１)食の周遊化促進事業 ２８，３８４千円
内 訳 ・報償費 ９０千円

・旅 費 ６９千円
・需用費 １００千円
・役務費 ７９千円
・委託料 ３，０００千円
・使用料及び賃借料 ４６千円
・負担金補助及び交付金 ２５，０００千円

委託料の内訳
・麺王国あきた観光マップ制作 １，４５０千円
・旅行雑誌・ウェブサイトへの掲載等 １，０００千円
・事務費 ５５０千円

(２)食と観光の情報発信事業 １，７２１千円
内 訳 ・委託料 １，７２０千円

・役務費 １千円
委託料の内訳

・サイトリニューアル １，４４４千円
・保守運用 １１９千円
・事務費等 １５７千円
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オール秋田で世界へ挑戦！産学官連携輸出促進プロジェクトについて

食のあきた推進課

１ 目 的
地域商社や大学等と連携し、本県食品の海外への商流・物流を構築するとともに、展示会への出展や商談会の

開催等を通じ、輸出の促進を図る。

２ 対象国・地域
台湾、中国、フランス、フィンランド、韓国

３ 概 要
(１)地域商社と連携した共同配送事業 １２，９３１千円

県内の地域商社等と連携し、共同配送など小規模事業者が輸出に取り組みやすい体制を
構築するとともに、現地展示会への出展等により販路の拡大を図る。
・事業内容：現地コーディネーターによる販路開拓、オンライン物産展の開催（台湾）

共同配送による輸出、県産品フェアの開催（台湾）
ＥＣサイトへの商品掲載、展示会への出展（中国）等

・委 託 先：国内輸出事業者、(株)大潟村あきたこまち生産者協会
詩の国秋田(株)（予定）

(２)大学等と連携した欧州向けブランディング事業 １７，６７７千円
県内事業者や国際教養大学と連携し、県産品の認知度向上や販路拡大につながる取組を

実施する。
・事業内容：現地商談会の開催（フランス、フィンランド）

学生と食品事業者による商品ＰＲ素材の作成（フランス）等
・委 託 先：現地輸入事業者、国際教養大学（予定） シアルパリへの出展(R4)

共同配送の輸出品積載
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(３)北東北三県・北海道ソウル事務所物産共同事業 １，４０３千円
北東北三県・北海道ソウル事務所において、展示会への出展やバイヤー招聘等を行う。
・委 託 先：(一社)秋田県観光連盟（予定）

４ 予算額 ３２，０１１千円
デジタル田園都市国家構想交付金 ８，８５８千円

一般財源 ２３，１５３千円

(１)地域商社と連携した共同配送事業 １２，９３１千円
内 訳 ・報償費 ６０千円

・旅 費 １，０４０千円
・需用費 １４０千円
・役務費 ２８６千円
・委託料 １１，３５０千円
・使用料及び賃借料 ５５千円

委託料の内訳
・ビジネスコーディネーター(台湾) １，２００千円
・オンライン物産展開催(台湾) １，２００千円
・県産品フェア開催(台湾) １，５００千円
・共同配送等(台湾) １，２５０千円
・ＥＣサイトにおける販売促進(中国) ２，２００千円
・展示会への出展等(中国) ２，１５０千円
・事務費 １，８５０千円
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(２)大学等と連携した欧州向けブランディング事業 １７，６７７千円
内 訳 ・報償費 ２０千円

・旅 費 ４，５００千円
・需用費 ５０千円
・役務費 ７７千円
・委託料 １１，０００千円
・使用料及び賃借料 ３０千円
・負担金補助及び交付金 ２，０００千円

委託料の内訳
・現地商談会開催(フランス) ３，８００千円
・現地商談会開催(フィンランド) ４，１００千円
・学生によるＰＲ素材作成 １，１５０千円
・事務費等 １，９５０千円

(３)北東北三県・北海道ソウル事務所物産共同事業 １，４０３千円
内 訳 ・旅 費 ２７１千円

・需用費 ３０千円
・役務費 ２２千円
・委託料 １，０８０千円

委託料の内訳
・商談会出展 ５４２千円
・バイヤー招聘等 ４４１千円
・事務費 ９７千円
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アキタノ“食”まるごと売込み事業について【新規】

食のあきた推進課

１ 目 的
県内食品事業者における商品開発力や営業力、ニーズ対応力などの競争力を強化するとともに、首都圏等の県

外市場への参入拡大を図る。

２ 概 要
(１)業界団体と連携した首都圏等販路開拓事業 １２,１８８千円

スーパーマーケット等の中小規模の食品小売業に精通する全国的な
業界団体との連携により、県内食品事業者の商品開発力や営業力の強
化を図り、首都圏等の大消費地に向けた販路開拓を支援する。

・事業内容：①県主催商談会での商品、営業力の審査
出展者に審査結果を告知し、改善の動機付け
個別指導対象者の選定（１０社程度）

②県内食品事業者向けに販路拡大に関連するセ
ミナーを開催

③個別指導の実施
④首都圏展示会等への出展支援

・委 託 先：企画提案競技により選定

大消費地に向けた競争力強化イメージ

県産食材

マッチング商談会

首都圏展示会

審査

育成

選抜

実践
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(２)県産食品マッチング拠点の開設 ４,９８７千円
本県食品産業の加工・流通・販売を総合的にマネジメントできる専門知識・経験を有する人材を雇用し、

多様なニーズに対応するマッチングコーディネートを実施する。

・設置場所：総合食品研究センターにマッチングコーディネーター１名を配置
・活動内容：①県内外の商品ニーズの情報収集

②ニーズに対応する商品改良の支援
③生産能力・技術の補完、県内食品事業者等連携の検討・調整
④商流・物流の対応検討 等

・業務連携：総合食品研究センター（商品改良の技術指導など）
伴走コーディネーター（販路開拓に伴う事業拡大に向けた支援など）

マッチングコーディネーターの活動イメージ

県内外の
バイヤー企業

県内事業者
（県産食品）

マッチングコーディネーター
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３ 予算額 １７,１７５千円
デジタル田園都市国家構想交付金活用予定 ８,３０３千円

一般財源 ８,８５４千円
諸収入 １８千円

(１)業界団体と連携した首都圏等販路開拓事業 １２,１８８千円
内 訳 ・旅費 ５５０千円

・需用費 １００千円
・役務費 ４４千円
・委託料 １１,２１４千円
・使用料及び賃借料 ４０千円
・負担金補助及び交付金 ２４０千円

委託料の内訳
・商品開発力・営業力審査 ２,１４９千円
・事業者育成支援 ２,２７９千円
・首都圏等展示会への出展 ５,４６５千円
・事務費 １,３２１千円

(２)県産食品マッチング拠点の開設 ４,９８７千円
内 訳 ・人件費(コーディネーター) ４,３１０千円

・旅費 ５３５千円
・需用費 ３６千円
・役務費 １０千円
・使用料及び賃借料 ９６千円
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絶品ＡＫＩＴＡプロモーション事業について【新規】

食のあきた推進課

１ 目 的
首都圏の大消費地において、秋田で育まれた食材の魅力と奥深さを体感してもらうことで、県産食材の認知度

向上や需要拡大を図るとともに、冬季の観光誘客に結びつける。

２ 概 要
秋田の選りすぐりの食材や郷土料理を県産酒と共に味わうイベント「絶品ＡＫＩＴＡグルメフェア」を首都圏

のホテルにおいて実施する。

（１）「絶品ＡＫＩＴＡを愉しむ会」の開催
食材のこだわりや背景などのプレゼンテーションとともに秋田の食を楽しむイベントを開催する。
・事業内容：昼、夜の２部構成で１日開催（チケット制）

県産食材や郷土料理のアレンジと県産酒とのペアリング
観光ＰＲブースの設置及びステージイベントの実施

・委 託 先：企画提案競技により選定

（２）「絶品ＡＫＩＴＡグルメ」の提供
「絶品ＡＫＩＴＡを愉しむ会」の開催時期に合わせて県産食材を

使用した料理を提供する。
・事業内容：（１）の会場ホテル内飲食店とタイアップ

県産食材を使ったメニューを開発
１か月程度一般客に提供

・委 託 先：（１）と同じ業者

いぶりがっこのアヒージョ（提供イメージ）
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３ 予算額 １８，６４１千円
デジタル田園都市国家構想交付金活用予定 ８，８９７千円

一般財源 ９，７４４千円

内 訳 ・旅費 ８４６千円
・需用費 ６００千円
・役務費 １１４千円
・委託料 １７，０６１千円
・使用料及び賃借料 ２０千円

委託料の内訳
・「絶品ＡＫＩＴＡを愉しむ会」の開催 １３，９１５千円
・「絶品ＡＫＩＴＡグルメ」の提供 １，５９５千円
・事務費 １，５５１千円
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秋田の食をリードする食品事業者支援事業について
                                                                                           食のあきた推進課

１　目　的
　　県内の食品産業を牽引し、賃金水準の向上や雇用の創出にも寄与するリーディングカンパニーを創出するとともに、事　
　業者間連携を推進することで、食品事業者の事業基盤と競争力の強化を図る。

２　概　要
（１）食品事業者連携促進事業【新規】　　　　　　　　　　　　　　　５，３４０千円
　　　リーディングカンパニーを目指す事業者への伴走支援を実施するとともに、食品事業者の連携を促進するため、食品
　　産業施策の総合窓口となる伴走コーディネーターを配置する。

（２）食のリーディングカンパニー育成支援事業【新規】　　　　　　３２，４０８千円
    　経営規模の拡大や、生産性及び企業価値の向上に資する取組等に必要な経費を助成する。　　　
　　　【補助対象】　　　
　　　　①通常枠（概ね２０億円以上の売上規模を目指す事業者：２件程度）
　　　　　・上 限 額：１，０００万円
　　　　　・補助期間：１事業者当たり最長２年間　　　　　　　　
　　　　②次世代ユニコーン事業者枠（概ね１０億円以上の売上規模を目指す事業者：２件程度）
　　　　　・上 限 額：４００万円
　　　　　・補助期間：１事業者当たり最長２年間　　　　　　
　　　　③若者枠（県内で新たに起業または創業して間もない若手事業者等：１件程度）　　
　　　　　・上 限 額：４００万円
　　　　　・補助期間：１事業者当たり１年間　　
　　　【補 助 率】　２／３以内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（３）食品事業者クリエイティブ支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　５７０千円
　　　食品事業者同士や異業種との連携・協業の取組を推進するための交流会を開催する。 フリーズドライの設備導入
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（１）食品事業者連携促進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，３４０千円
　　　
　　　　　　　　　内訳　　・人件費(コーディネーター)４，３４２千円
　　　　　　　　　　　　　・旅　費　　　　　　　　　　　８４４千円
　　　　　　　　　　　　　・需用費　　　　　　　　　　　　３６千円
　　　　　　　　　　　　　・役務費　　　　　　　　　　　　　５千円
　　　　　　　　　　　　　・使用料及び賃借料　　　　　　１１３千円
　　　　　　
（２）食のリーディングカンパニー育成支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２，４０８千円

    　　　　　　　内訳　　・旅　費　　　　　　　　　　　１７１千円
　　　　　　　　　　　　　・需用費　　　　　　　　　　　１００千円
　　　　　　　　　　　　　・役務費　　　　　　　　　　　　２４千円
　　　　　　　　　　　　　・使用料及び賃借料　　　　　　１１３千円
　　　　　　　　　　　　　・負担金補助及び交付金　３２，０００千円
　　　　　　
（３）食品事業者クリエイティブ支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７０千円

　　　　　　　　　内訳　　・報償費　　　　　　　　　　　１２０千円
　　　　　　　　　　　　　・旅　費　　　　　　　　　　　１１５千円
　　　　　　　　　　　　　・需用費　　　　　　　　　　　　５１千円
　　　　　　　　　　　　　・役務費　　　　　　　　　　　　１０千円
　　　　　　　　　　　　　・使用料及び賃借料　　　　　　２７４千円
　　　　　　

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８，３１８千円　
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金活用予定　１８，７６０千円
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　１９，５４０千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　諸収入　　　　　１８千円
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　食品事業者
　　　連携促進事業　　　　　　　　　        　

　　　　

　　　

　　　　

一貫したコーディネート

を行い、経営規模拡大・

競争力強化に向けた取組

を伴走支援

食のリーディングカンパニー育成支援事業　
経営規模の拡大や生産性向上による賃金水準向上、企業価値の向上等の取組へ支援

【補助率】　２／３以内

【上限額】　１，０００万円（通常枠）

　　　　　　　　４００万円（次世代ユニコーン事業者枠・若者枠）

【交付要件】５年間で労働生産性３％／年以上増、給与総額及び初任給の伸び率

　　　　　　１．５％／年以上増を達成する事業計画（若者枠は要件を緩和）

【補助期間】１事業者当たり最長２年間（若者枠は単年度）

【対象となる経費の例】

　　１　工場の自動化、ロボット化などのデジタル技術導入

　　２　県内初となるような産業機械等の導入、グレードアップ

　　３　首都圏や海外に打って出る大ロット生産・販売体制の整備　

　　４　経営規模拡大に意欲的な若い世代の設備導入　等

　

事業再構築補助金
ものづくり・商業・サービス生産性
向上促進補助金など

はばたく中小企業投資促進事業
あきた企業立地促進助成事業など

（販路拡大）
アキタノ“食”まるごと売込み事業
（輸出拡大）
オール秋田で世界へ挑戦！産学官連
携輸出促進プロジェクト
（技術支援・商品開発）
総合食品研究センターによる技術指
導及び受託・共同研究

目指せ売上げ２０億円以上『秋田の食をリードする食品事業者支援事業』

○　他製造業と比較して１人当たりの付加価値額及び現金給与総額が低い。

○　小規模事業者が多く、設備導入や先進技術の活用が進んでいない。

○　東北で唯一１００億円以上の売上げに到達する事業者がいない。

○　売上げ２０億円以上の事業者も１２事業者と東北各県に比べ少ない。

○　若い世代が「働きたい」と感じるような魅力ある食品産業の構築が急務。

目標
売上げ ２０億円以上→２０社
 うち１００億円以上→ ３社

売上げ　２０億円以上 １２社
　１０～２０億円　　 　８社

○　本県製造業全体では、従業員数及び製

　造品出荷額等は、電子部品・デバイス・

　電子回路に次いで２番目に多い。

○　事業所数は最も多い。

食品事業者を支援すること
は、県内経済、雇用情勢へ
のインパクト大。
伸びしろも大きい。

国の支援（中小企業庁）

リーディングカンパニーの育成

　本県における食品事業者の課題

３年後

５年後

１０年後

労働生産性　１５％以上増

給与総額　７．５％以上増

労働生産性　　９％以上増

給与総額　４．５％以上増

コーディネーターの役割　　　　　　　　　        　

・リーディングカンパニー

　の伴走支援

・食品事業者の連携促進

県のハード支援

県のソフト支援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
一
貫
し
た
伴
走
支
援

２０億円以上は１００億円へ　　　
１０億円以上は２０億円を目指す！

リーディングカンパニーを創出

要件達成期間

県内企業への波及効果

製造業全体における立ち位置

県の施策の総合窓口

若者が働きたい職場

現在

融資制度も
使用可能

関連する施策を総動員した支援
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航空ネットワーク維持・誘客促進事業について
交通政策課

１　目　的
　　航空ネットワークの維持・拡充による交流人口の拡大を図るため、オンライン
　・トラベル・エージェント（ＯＴＡ）の活用や航空会社等と連携した誘客拡大と
　ともに、利用促進協議会活動を通じて官民連携による航空利用の促進を行う。

２　概　要
（１）航空需要拡大・誘客促進事業　　　　　　　　　　　　　２８，８３０千円
　　①ＯＴＡを活用した利用促進　　　　　　　　　　　　　　　９，５３０千円
　　　個人旅行ニーズの高まりを踏まえ、ＯＴＡを活用した県内空港のウェブプロ
　　モーションを行うとともに、航空券とセットになった旅行商品の割引クーポン
　　を発行する。
　　②航空会社と連携した利用促進　　　　　　　　　　　　　　９，０００千円
　　　航空会社と連携し、マイレージクラブ会員等を対象にした誘客プロモーショ
　　ンや就航先の空港を活用した誘客イベント等を実施する。
　　③他空港と連携した相互利用促進　　　　　　　　　　　　　６，０００千円
　　　就航先や乗継先の自治体（愛知県、高知県等）と連携した利用促進プロモー
　　ションなどを行う。
　　④旅行商品造成支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４，３００千円
　　　旅行事業者による県内空港を利用した旅行商品の造成を支援する。

　　（①～④　秋田空港　１１，０００千円、大館能代空港　１７，８３０千円）

（２）秋田空港・大館能代空港官民連携事業　　　　　　　　　　３，８３０千円
　　　官民が連携した利用促進事業を行うため、秋田空港利用促進協議会及び大館
　　能代空港利用促進協議会に対し、負担金を支出する。

　　（秋田空港　１，０３０千円、大館能代空港　２，８００千円）

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２，６６０千円
　　　　　　　　　　　　　　　　 （デジタル田園都市国家構想交付金活用予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（負担金補助及び交付金）

航空会社と連携したウェブ誘客
プロモーション（例）

中部国際空港（愛知県）
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１　目　的
　　大館能代空港の東京羽田線三往復運航の定着に向けて、コロナ禍にお　
　いても民間主導で利用者を増加させている他空港のノウハウを取り入れ
　ながら、地域が一体となって持続的に利用促進に取り組む体制の構築を
　図る。
　

２　概　要
　　大館能代空港利用促進協議会に専門的な知見や経験を有する民間アド
　バイザーを配置し、指導・助言を得ながら、持続的かつ効果的な利用促
　進に向けて取り組む。

　　・予 定 者：(株)南紀白浜エアポート
　　　　　　　　代表取締役社長　岡田 信一郎　氏
　　・期　　間：令和５年４月～令和６年３月
　　・対象経費：謝金及び招へい旅費等
　　　　　　　　（負担割合：県１／２、協議会１／２）
　

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，８００千円
　　　　　　　　　 　　（デジタル田園都市国家構想交付金活用予定）
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（負担金補助及び交付金）

大館能代空港利用促進協議会主催セミナー
で講演する岡田氏

地域主体による大館能代空港活性化支援事業について【新規】

交通政策課

旅客数の推移（2013年度を1とした場合）

南紀白浜空港は他空港よりコロナ禍の落ち込
みが小さく、旅客数を伸ばしている。
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ＪＲローカル線活性化促進事業について【新規】

交通政策課
１　目　的
　　厳しい経営環境にあるＪＲローカル線の維持・活性化に向けて、沿線市、隣県等との連携・調整を図るとともに、沿線　
　市及び地域の関係者による利用促進に向けた取組を支援するため、研究会の開催等を行う。

２　概　要
（１）ＪＲローカル線活性化連絡調整会議の開催  　　　　　　　　　３０３千円 
　　　対象路線の沿線市町やＪＲ秋田支社・盛岡支社等が一堂に会し、情報や課題
　　を共有するとともに、取組の方向性等について協議を行う。
　　　・参加者：対象路線の沿線市町、ＪＲ秋田支社・盛岡支社、東北運輸局　他
　　　・開催地：秋田市　

（２）ＪＲローカル線活性化研究会の開催 　　　 　　　　　　　１，０１９千円
　　　輸送人員が特に少ない路線の沿線市及び関係者が行う利用促進等に向けた取
　　組をブラッシュアップするため、専門家を招いた研究会を開催する。
　　　・参加者：花輪線及び北上線等の沿線市・関係者､ＪＲ秋田支社・盛岡支社 他
　　　・開催地：鹿角市及び横手市

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，３２２千円
（１）ＪＲローカル線活性化連絡調整会議の開催　　　　　　　　　　３０３千円　

    　  　　　　　　　　
　　　　　　
                　
（２）ＪＲローカル線活性化研究会の開催 　　　　　　　　　　 １，０１９千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 内　訳　　　・旅費　　　           １３８千円
　　　　　　 ・使用料及び賃借料　　 １６５千円

 内　訳　　　・報償費　　 　　　　　３２０千円
　　　　　　 ・旅　費　　 　　　　　４９５千円
　　　　　　 ・需用費　　　 　　　　　６０千円
　　　　　　 ・役務費　　 　　　　　　２４千円
　　　　　　 ・使用料及び賃借料　　 １２０千円

花輪線

北上線
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地域公共交通の維持・活性化対策関連予算について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 交通政策課
１　目　的
　　住民生活や地域社会の維持に必要なバス路線等の運行や、デジタル化などの課題への対応を支援することにより、コン　
　パクトで持続可能な地域公共交通網の構築を図る。  

２　概　要
（１）地方バス路線維持事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９８，７９２千円
　　　広域的・幹線的なバス路線を維持するため、バス事業者に対し、運行経費の一部を国と
    協調して補助する。
　　　・補助対象：運行経費（２０系統）、車両減価償却費（３両）
　　　・補 助 率：国１／２（事業者への直接補助）、県１／２
　
（２）生活バス路線等維持事業                          　　　　　　１９５，４６６千円 
　　　地域内の生活交通を確保するため、市町村に対し、運行経費の一部を補助する。

　　①生活バス路線維持費等補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８，８５２千円
　　　・補助対象：市町村が助成する生活バス路線（５２系統）
　　　・補 助 率：県１／２、３／８、１／８（乗車密度※により３段階に区分）
　　  　※起点から終点まで平均して乗客が何人いるかを算出した数値

　　②地域内フィーダー系統確保維持費補助　　　　　　　　　　　　　　８３，７１６千円
　　　・補助対象：市町村が運営する乗合ワゴン・タクシー等で国の地域内フィーダー系統（※）

　　　　　　　　　補助金の対象となっているもの（１０５系統）
　　　　　　　　　※（１）の広域的・幹線的なバス路線等に接続する補完的な路線（停留所
　　　　　　　　　　を設けない区域型運行を含む）
　　　・補助条件：運行経費の欠損額の１／２より国庫補助上限額が下回った場合にその差額
　　　　　　　　　を補助

　　③マイタウン・バス運行費等補助　　　　　　　　　　　　　　　　　５２，８９８千円
  　　・補助対象：市町村が運営する乗合ワゴン・タクシー等(１２０系統)

  　　・補 助 率：県１／２
 乗合バス・タクシー等
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（３）新たなモビリティサービス（※）導入支援事業　　　　  ６２５千円
　　　交通事業者や市町村などで構成する協議会において、デジタル化による新たな地
　　域公共交通サービスの導入に向けた取組を引き続き支援する。
　　　・実施内容：デジタル化の先進事例の紹介や情報交換を行うセミナーの開催
　　　　　　　　　バス運行情報のオープンデータ化の手法等を学ぶ利活用講座の開催
　　　※自動車等による移動・輸送手段をデジタル化等により分かりやすく円滑に提供
　　　　するための一連のサービス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４）地域公共交通デジタル化チャレンジ事業　　　　　　９，１４６千円
　　　ＩＣＴの活用等による地域公共交通の利便性向上や利用促進、運行の効率化等に
　　向けた取組に要する経費の一部を補助する。
　　　・補助対象者：交通事業者、市町村等
　　　・補　助　率：１／２

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０４，０２９千円
　（１）地方バス路線維持事業　　　　　　　　　　　　９８，７９２千円（負担金補助及び交付金）
　（２）生活バス路線等維持事業       　　　　　　 １９５，４６６千円（負担金補助及び交付金）
　（３）新たなモビリティサービス導入支援事業　　　　　　　６２５千円
　　　　内　訳　・報償費　　　　　　　　　　３６４千円
　　　　　　　　・旅　費　　　　　　　　　　１７７千円
　　　　　　　　・需用費　　　　　　　　　　　６０千円
　　　　　　　　・使用料及び賃借料　　　　　　２４千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（４）地域公共交通デジタル化チャレンジ事業　　　　　９，１４６千円
　　　　内　訳　・報償費　　　　　　　　　　　３２千円
　　　　　　　　・旅　費　　　　　　　　　　　９０千円
　　　　　　　　・使用料及び賃借料　　　　　　２４千円
　　　　　　　　・負担金補助及び交付金　９，０００千円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

三種町 フィーダー系統補助対象路線

バスロケーションシステムによる運行位置の表示
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【参考】 バス補助制度の概念図

    補助制度

 乗車密度

国1/2　県1/2
（全額補 ）

県1/2　市町村1/2

県3/8　市町村3/8 県1/2　市町村1/2

県1/8　市町村5/8 国・県1/2　市町村1/2  

運営主体 バス事業者 バス事業者 ・ 市町村 市町村

運行形態 乗合バス コミュニティバス、乗合タクシー、自家用有償 等

5人以上

3人以上5人未満

1人以上3人未満
（市町村をまたぐ系統）

1人以上3人未満
（市町村内完結系統）

1人未満 市町村が独自に運行

地方バス
（地域間幹線系統）

生活バス 地域内フィーダー系統 マイタウン・バス

国1/2　県1/2

（乗車密度等に応じて
補助対象額をカット）

市町村が独自に
支援する場合あり
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秋田内陸縦貫鉄道関連予算について
交通政策課

１　目　的
　　秋田内陸線の安全運行と安定的な運営を図るため、鉄道事業者が行う設備整備等に対して補助するとともに、利用促進　
　に向けた取組を支援する。

２　概　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）鉄道軌道輸送対策事業　　　　　　　　　　　　　　  １４９，９７２千円
　　　鉄道の安全対策に係る設備整備等に対して補助する。
      ・設備投資：踏切保安設備更新、レール交換等（国１／３、県２／３）　
      ・維持修繕：車両修繕、車両検査等（県１／２、基金１／２）
　　　　　　　　　　

（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金　　　　　　　　　　　  　５８千円
　　　鉄道の維持確保及び経営基盤の安定化を図るため設置している基金に、基金
    運用益（受取利息）を積み立てる。

（３）地方鉄道運営費補助事業　　　　　　　　　　　　　　  ５０，０００千円　
　　　鉄道事業運営に必要な費用の一部を補助する。

　　　・補助額：＜県＞５，０００万円　　
　　　　　　　　＜北秋田市、仙北市、上小阿仁村＞計１億５，０００万円

（４）第三セクター鉄道利用促進事業                          ３，４８５千円
　　①三セク鉄道利用促進事業　　　　　　　　　　　　　　  　２，０８５千円
　　　沿線市や事業者、商工団体等で構成する「秋田内陸地域公共交通連携協議会」
　　へ負担金を支出し、県内外へのＰＲや学校行事での利用促進などを支援する。
　　②「秋田内陸線の旅」制作事業　　　　　　　 　 　　　　  １，４００千円
　　　沿線市や大館市、弘前市等で構成する「秋田内陸線・奥羽北線沿線連絡協議
    会」へ負担金を支出し、首都圏における観光情報の発信などを支援する。　　
　　

３　予算額　　　　　         　               　　      ２０３，５１５千円
（１）鉄道軌道輸送対策事業　　　　　　　              　１４９，９７２千円（負担金補助及び交付金）　
（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金                          ５８千円（積立金）
（３）地方鉄道運営費補助事業　　　　　　　　　 　         ５０，０００千円（負担金補助及び交付金）
（４）第三セクター鉄道利用促進事業　　　　　 　　           ３，４８５千円
　　　　　　　　　　　    内訳　　　・旅　費　　　  　　　　　　１７０千円
　　　　　　　　　　　　　    　　　・負担金補助及び交付金　３，３１５千円　　     

　　観光列車　鉄の３兄弟

　雪原を駆ける秋田内陸線

37



【参考】秋田内陸縦貫鉄道の経営状況について

１　令和４年４月～令和４年１２月までの輸送状況
（１）輸送人員の状況（４月～１２月）　　　　　　　　（２）鉄道収入の状況（４月～１２月）

２　令和４年度決算見込み
　　災害発生に伴う一部区間の運休等による運賃収入の伸び悩みに加え、電気料金等の上昇により、経常損失額は前年度を
　上回る見込み。
　　

　　　　

　　　     

区　分 ３年度 ４年度 増減 前年比

定　期 79,784 66,529 △ 13,255 83.4%

定期外 62,874 69,472 6,598 110.5%

合　計 142,658 136,001 △ 6,657 95.3%

（人） （千円）

区　分 ３年度 ４年度 増減 前年比

定　期 18,750 16,039 △ 2,711 85.5%

定期外 45,089 51,276 6,187 113.7%

運輸雑収入 24,216 563 △ 23,653 2.3%

合　計 88,055 67,878 △ 20,177 77.1%

（千円）

３年度 ４年度 増減 主な要因

101,487 84,034 △ 17,453

定 期 22,288 18,904 △ 3,384 定期利用の減

定 期 外 54,237 63,715 9,478 個人利用の増

24,962 1,415 △ 23,547 （R3）事故車両保険金収入

40,274 39,854 △ 420

11,163 13,831 2,668 地域団体からの受託の増

196,524 263,660 67,136 補助対象工事（維持修繕）の増

349,448 401,379 51,931

204,597 198,451 △ 6,146 職員の減

23,999 24,000 1

172,901 245,583 72,682 補助対象工事（維持修繕）の増

36,862 34,847 △ 2,015 燃料購入量の減

22,769 23,437 668

10,654 13,831 3,177 地域団体からの受託の増

75,899 87,953 12,054 電気・保険料金等の上昇

547,681 628,102 80,421

△ 198,233 △ 226,723 △ 28,490

区　　　分

鉄 道 収 入

運 輸 雑 収 入

関 連 事 業 収 入

受 託 事 業 収 入

営 業 外 収 入

収 入 合 計 ①

人 件 費

除 雪 費

修 繕 費

動 力 費

関 連 事 業 原 価

受 託 事 業 費

そ の 他 経 費 等

費 用 合 計 ②

経常損益　①－②

運賃
収入

収
入

費
用
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由利高原鉄道関連予算について
 

                                                                                                 　　 交通政策課
１　目　的
　　鳥海山ろく線の安全運行と安定的な運営を図るため、鉄道事業者が行う設備整備等
　に対して補助するとともに、利用促進に向けた取組を支援する。

２　概　要
（１）鉄道軌道輸送対策事業　　　　　　　　　　　　　８７，７３５千円
　　　鉄道の安全対策に係る設備整備等に対して補助する。
      ・設備投資：踏切保安設備更新、レール交換等（国１／３、県２／３）
      ・維持修繕：車両修繕、車両検査等（県１／２、基金１／２）　

（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金　　　　　　　　　　２２千円
　　　鉄道の維持確保及び経営基盤の安定化を図るため設置している基金に、基金運用
　　益（受取利息）を積み立てる。

（３）地方鉄道運営費補助事業　　　　　　　　　　　　１８，０００千円
　　　鉄道事業運営に必要な費用の一部を補助する。
　　　・補助額：＜県＞１，８００万円　　

　　　　　　　　＜由利本荘市＞令和４年度経常損失額から県補助額を差し引いた額

（４）第三セクター鉄道利用促進事業                        ７５０千円
　　　由利本荘市や事業者、商工団体等で構成する「鳥海山ろく線運営促進連絡協議会」
　　へ負担金を支出し、旅行会社への営業活動やパンフレット作成などを支援する。
　　
３　予算額　　　　　         　                   １０６，５０７千円
（１）鉄道軌道輸送対策事業　　　　　　　　　　　　　８７，７３５千円（負担金補助及び交付金）
（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金　　　　　　　　　　２２千円（積立金）
（３）地方鉄道運営費補助事業　　　　　　　　　　　　１８，０００千円（負担金補助及び交付金）
（４）第三セクター鉄道利用促進事業　　   　　　　  　　 　７５０千円（負担金補助及び交付金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　鳥海山ろく線　おばこ号

　ノスタルジックトレインちょうかい
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【参考】由利高原鉄道の経営状況について

１　令和４年４月～令和４年１２月までの輸送状況
（１）輸送人員の状況（４月～１２月）　　　　　　　　（２）鉄道収入の状況（４月～１２月）

２　令和４年度決算見込み
　　通学定期割引制度の導入等に伴う輸送人員の増により運賃収入が増加したものの、電気料金等の上昇により、経常損　　
　失額は前年度と同程度の見込み。
　　

　　　　

　　　     

区　分 ３年度 ４年度 増減 前年比

定　期 102,352 110,612 8,260 108.1%

定期外 29,891 34,521 4,630 115.5%

合　計 132,243 145,133 12,890 109.7%

（人） （千円）

区　分 ３年度 ４年度 増減 前年比

定　期 11,583 13,103 1,520 113.1%

定期外 13,939 19,300 5,361 138.5%

運輸雑収入 99 96 △ 3 97.0%

合　計 25,621 32,499 6,878 126.8%

（千円）

３年度 ４年度 増減 主な要因

32,625 44,592 11,967

定 期 13,020 14,790 1,770 通学定期利用の増

定 期 外 19,490 29,681 10,191 団体利用の増

115 121 6

12,059 17,467 5,408 県・市からの受託の増

18,957 21,418 2,461 県・市からの助成金の増

63,641 83,477 19,836

96,772 100,826 4,054 職員の欠員補充

1,613 1,305 △ 308

6,773 8,689 1,916 修繕箇所の増

10,771 11,960 1,189 燃料単価の上昇

8,509 14,612 6,103 県・市からの受託の増

39,556 46,117 6,561 電気・保険料金等の上昇

163,994 183,509 19,515

△ 100,353 △ 100,032 321

区　　　分

鉄 道 収 入

運 輸 雑 収 入

関 連 事 業 収 入

営 業 外 収 入

収 入 合 計 ①

人 件 費

除 雪 費

修 繕 費

動 力 費

関 連 事 業 原 価

そ の 他 経 費 等

費 用 合 計 ②

経常損益　①－②

運賃
収入

収
入

費
用

40



文化芸術がつなぐ交流人口拡大事業について　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化振興課

１　目　的
　　秋田ならではの文化芸術を県内外に発信するため、国際音楽祭や伝統芸能フェスティバルなど、多彩な取組を行うこ　
　とにより、交流人口の拡大を推進する。

２　概　要
（１）文化による地域の元気創出事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　２１，１４２千円
　　　県内の文化芸術活動や地域の活性化等を図るため、県内の文化団体等が行う交流人口の拡大に資する取組や芸術性
　　に富んだ特色ある取組のほか、文化団体の活動継続に資する取組に対し助成する。
　　①通常枠
　　　文化団体が実施する文化振興の取組に対して助成する。
　　　・補助率：１／２
　　　・限度額：４０万円
　　②交流人口拡大枠
　　　東北・全国規模の事業で、交流人口拡大に資する取組に対して助成する。
　　　・補助率：２／３
　　　・限度額：３００万円
　　③活動応援枠【新規】
　　　文化団体の活動継続に資する取組に対して助成する。
　　　・補助率：２／３
　　　・限度額：２０万円

（２）秋田の伝統芸能魅力発信事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５，７３２千円
　　　県内の多彩な伝統芸能を披露するイベントを開催するほか、地域の祭りの由来や魅力を知り、祭りに親しむ体験ツ
　　アーを実施する。
　　　・実 施 内 容：あきた２０２３伝統芸能フェスティバル（１１月、大館市）
                     お祭り体験ツアー（７月～翌年２月、大館市ほか）
　　　・実 施 主 体：県、大館市等で構成する実行委員会
    　・総 事 業 費：１８，０３２千円

　　　・負 担 内 訳：県７，１２１千円、国８，６１１千円、大館市１，８００千円、
                     協賛金等５００千円　　　　　　　
　　　　　　　　

伝統芸能のステージ（根子番楽）

通常枠で採択した文化事業

交流人口拡大枠で採択した文化事業
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（３）秋田国際音楽祭開催事業【新規】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０，５００千円
　　　国内外の著名な演奏家が参加する｢秋田国際音楽祭｣を開催し、音楽を通じて県内外からの誘客を図る。

　　　・実 施 内 容：ヴィットリオ・フォルテピアノリサイタル（７月）
　　　　　　　　　   仙台フィルハーモニー管弦楽団公演（１１月）等
　　　・会　　　 場：あきた芸術劇場ミルハス、アトリオン（予定）
　　　・実 施 主 体：県、秋田市、国際音楽祭を実施する団体で構成する実行委員会
      ・総 事 業 費：１６，０００千円

　　　・負 担 内 訳：県３，０００千円、国７，５００千円、秋田市１，５００千円、
　　　　　　　　　　 協賛金等４，０００千円

 
３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 ４７，３７４千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）文化による地域の元気創出事業費補助金  　　　　　　　　　　　　　　　  ２１，１４２千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　訳　　　・報償費　　　　　　　　　　　　３５千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・旅　費　　　　　　　　　　　　５７千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・需用費　　　　　　　　　　　　５０千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・負担金補助及び交付金　２１，０００千円

（２）秋田の伝統芸能魅力発信事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５，７３２千円
                                                        　　　　　　　（負担金補助及び交付金）

（３）秋田国際音楽祭開催事業     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １０，５００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（負担金補助及び交付金）
　　　　　　　　　　　　　

  

仙台フィルハーモニー管弦楽団
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文化芸術による地域交流活性化事業について　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化振興課

１　目　的
　　県民が文化芸術に触れ合う機会の確保や将来の本県の文化芸術を担う若手の育成を図るとともに、専門的な知見等を
　有するプロの演奏家等との交流を通じて、県内における文化活動や地域の活性化を図る。

２　概　要
（１）音楽活性化アウトリーチ（※）事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５，０２５千円
　　①小中高校生を対象としたアウトリーチ
　　　県内の小中高校に、プロの楽団員を講師として派遣し、児童・生徒に質の高い音楽に触れてもらう機会を提供し､交　
　　流を通じて音楽への興味・関心の喚起を図るほか、ミニコンサートや演奏指導を行う。
　　　　
　　　※アウトリーチ：芸術に興味と関心を持たせることを目的としてプロの
　　　　　　　　　　　アーティストを地域の学校などに派遣してワークショ
　　　　　　　　　　　ップ、ミニコンサートなどを行う芸術普及活動
　

　　　・実施時期：令和５年８月下旬（予定）
　　　・会　　場：県北地域の小中学校
　　　　　　　  　県南地域の高校（吹奏楽部）
　　　・出 演 者：東京藝術大学　藝大フィルハーモニア管弦楽団

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　東京藝術大学音楽学部に所属するプロのオーケストラ
　　　　　　　　　で、オーケストラ演奏を専門とする演奏講師によって
　　　　　　　　　組織され、年２回の定期演奏会のほか、合唱付オーケ
　　　　　　　　　ストラ作品やオペラなど学内外で様々な演奏会を行っ
　　　　　　　　　ている。　　　　　
　　　
　　　・委 託 先：（一社）東京藝術大学芸術創造機構（予定）
　　

アウトリーチの様子
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　　②一般県民を対象としたアウトリーチ等
　　　県民を対象に、知名度のあるサックス奏者によるミニコンサート等を開催するほか、
　　同演奏家により動画配信サイト等を通じて､本県観光の魅力を発信する。
　　　

　　　・実施時期：令和５年７月～１０月（予定）
　　　・会　　場：あきた芸術劇場ミルハス
　　　　　　　　　県内三セク鉄道及びその沿線の高校等
　　　・出 演 者：東京藝術大学　社会連携センター非常勤講師　上野耕平（サックス奏者）
　　　・委 託 先：（一社）東京藝術大学芸術創造機構　等（予定）

（２）美術活性化アウトリーチ事業【新規】　　　　　　　　　　　　　　　  　　　１，０００千円
　　　県内の小中高生を対象に、藝大教員による藝大所蔵作品の解説を通じて、児童・生徒に
　　質の高い美術に触れてもらう機会を提供し、美術への興味・関心の喚起を図る。

　　　・実施時期：令和５年７月～１１月（予定）
　　　・会　　場：県央地域の小中高校（オンライン）
　　　・解 説 者：東京藝術大学　大学美術館教員等
　　　・委 託 先：（一社）東京藝術大学芸術創造機構（予定）

（３）全国アマチュアオーケストラ秋田大会開催事業【新規】　　　　　　　　　　　１，０００千円
　　　全国のアマチュアオーケストラ団体に在籍する演奏家が一堂に会し、地域における音楽
　　活動の情報交換や演奏技術の研修を行い、研修の成果を披露する演奏会を開催する。

　　　・開 催 日：令和５年８月１８日（金）～２０日（日）

　　　・会　  場：あきた芸術劇場ミルハス
　　　・主　　催：(公社)日本アマチュアオーケストラ連盟
　　　　　　　　　第５１回全国アマチュアオーケストラフェスティバル秋田大会実行委員会

 

東京藝術大学美術館

第５０回静岡大会

あきた芸術劇場ミルハス

（小ホールＡ）
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３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　７，０２５千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）音楽活性化アウトリーチ事業 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　  　５，０２５千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　訳　　　　　・旅　費　　　　　　　　　　　１３９千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・需用費　　　　　　　　　　　１８０千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・役務費　　　　　　　　　　　４７０千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・委託料　　　　　　　　　３，９８８千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・使用料及び賃借料　　　　　　２４８千円　
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　委託料の内訳　　・講師等謝金　　　　　　　１，２９０千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・交通、宿泊費　　　　　　１，２１０千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・動画撮影　　　　　　　　　　５３４千円 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・企画管理　　　　　　　　　　９５４千円 

 
（２）美術活性化アウトリーチ事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，０００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　訳　　　　　・旅　費　　　　　　　　　　　１３０千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・需用費　　　　　　　　　　　　５０千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・役務費　　　　　　　　　　　　４６千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・委託料　　　　　　　　　　　６６０千円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・使用料及び賃借料　　　　　　１１４千円
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　委託料の内訳　　・講師謝金　　　　　　　　　　１００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・設営、運営　　　　　　　　　３３６千円 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・企画管理　　　　　　　　　　２２４千円 
 
（３）全国アマチュアオーケストラ秋田大会開催事業 　　　　　　　　　　　     　１，０００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（負担金補助及び交付金）
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あきた芸術劇場を活用した地域のにぎわい創出事業について【新規】
（藝大フィルハーモニア管弦楽団公演事業）

文化振興課

１ 目 的
あきた芸術劇場ミルハスにおいて、質の高い文化芸術の鑑賞機会を提供することにより、県内における文化芸術

の振興と地域のにぎわい創出を図る。

２ 概 要
東京藝術大学藝大フィルハーモニア管弦楽団によるミルハス開館１周年記念公演を

開催する。

・開 催 日：令和５年９月１８日（月・祝）
・会 場：あきた芸術劇場ミルハス
・主 催 者：県、秋田市
・総事業費：１６，８３２千円（県３，５１３千円、秋田市２，５９５千円、助成金等１０，７２４千円）
・委 託 先：あきた芸術劇場ＡＡＳ共同事業体（予定）

３ 予算額 １６，８３２千円
（委託料）

委託料の内訳 ・出演料等 ４，７６１千円
・設営、運営 ２，２８０千円
・謝金、宣伝、記録 ７，２５５千円
・企画管理 ２，５３６千円

あきた芸術劇場ミルハス
（大ホール）
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スポーツを活用した秋田魅力発信事業について
                                                                                          スポーツ振興課

１　目　的
　　県内トップスポーツチームや秋田県スポーツ大使等を活用して全国に情報発信を行い、県外からの誘客を促進する　　
　ことにより交流人口の拡大を図る。

２　概　要
（１）スポーツチームを活用した秋田魅力発信事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，４０８千円
　　　東京事務所等と連携し、県内トップスポーツチームの首都圏アウェイゲーム会場において、観光・物産ブースの
　　出展、伝統文化の実演のほか、ＳＮＳを活用したキャンペーンにより、本県の観光・食・文化の売り込みを行う。

（２）スポーツ大使を活用した秋田魅力発信事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，１４２千円
　　　「秋田県スポーツ大使」である東京ヤクルトスワローズ石川雅規選手、石山泰稚選手との連携により、球団の
　　「ファン感謝祭」(１１月下旬予定)において、秋田県ブースを出展し、本県の観光・食・文化の売り込みを行う。
　　　
　　
　　

秋田県のＰＲ動画（令和４年度の実施内容）
新型コロナウイルス感染症の影響により、オンラインで開催されたファン感謝祭
において、秋田県のＰＲ動画を配信。
https://www.youtube.com/watch?v=Yes8d0OULWI

ナマハゲの演出（Ｂリーグ） 物産ブースの出展（Ｊリーグ） サキホコレのＰＲ（Ｗリーグ）
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（３）ホームページ「秋田スポーツ情報ステーション」運用による情報発信事業　　　　　　　　　　　　　７２千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　県内のスポーツに関する情報提供を行うウェブサイトである「秋田スポーツ情報ステーション」を通じて、県内　
　　のスポーツコンテンツやスポーツ合宿に適した施設の紹介、合宿補助金等の情報を広く発信する。

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４，６２２千円
　
（１）スポーツチームを活用した秋田魅力発信事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，４０８千円
　　　内　訳　　　　・報償費　　　　　　　　　　　　７２千円
　　　　　　　　　　・旅費　　　　　　　　　　　　２５６千円
　　　　　　　　　　・需用費　　　　　　　　　　　３００千円
　　　　　　　　　　・役務費　　　　　　　　　　　１２０千円
　　　　　　　　　　・使用料及び賃借料　　　　　　６６０千円

（２）スポーツ大使を活用した秋田魅力発信事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，１４２千円
　　　内　訳　　　　・旅費　　　　　　　　　　　　　４８千円
　　　　　　　　　　・需用費　　　　　　　　　　　　１４千円
　　　　　　　　　　・委託料　　　　　　　　　３，０８０千円
　　　委託料の内訳
　　　　　　　　　　・ブース出展経費　　　　　１，６８３千円
　　　　　　　　　　・ノベルティ作成　　　　　１，１４４千円
　　　　　　　　　　・イベント・事業運営費　　　　２５３千円　　　　　　　　　　

（３）ホームページ「秋田スポーツ情報ステーション」運用による情報発信事業　　　　　　　　　　　　  ７２千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   （使用料及び賃借料）
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スポーツツーリズム推進事業について
                                                                                          スポーツ振興課

１　目　的
　　県外スポーツチーム等の合宿誘致や、秋田の魅力を発信するスポーツ大会・イベントに対する支援などにより、ス
　ポーツツーリズムを推進することで、交流人口の拡大と活力ある地域づくりの促進を図る。

２　概　要
（１）スポーツ合宿推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，５００千円

　　　県外スポーツチーム等が県内で行うスポーツ合宿について宿泊費の一部を補助する。
　　　・要　　　件：県外スポーツチーム等が県内で行う３泊以上の合宿、交流試合等であること
　　　　　　　　　　県内のスポーツ団体または地域住民との交流を行うこと
　　　　　　　　　　合宿後のアンケート調査に協力すること
　　　・補　助　額：１人１泊あたり　　１千円
　　　・補助上限額：１団体あたり　３００千円
　　　

（２）スポーツ大会・イベント支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８，０００千円

　　　県外から多くの参加者が見込まれ、かつ、参加者に対して観光・食・文化等のＰＲを行う

　　スポーツ大会・イベントについて、運営経費の一部を補助する。
　　①観光融合型イベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，０００千円
　　　・補 助 対 象：地域のスポーツ大会・イベント
　　　・補  助  率：１／２
　　　・補助上限額：５００千円
　　②トップアスリート大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，０００千円
　　　・補 助 対 象：トップアスリートが参加するスポーツ大会
　　　・補　助　率：１／２
　　　・補助上限額：１，０００千円

香川県丸亀市立南中学校
男子バスケットボール部
の男鹿合宿
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　　③広域大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，０００千円
　　　・補 助 対 象：県内の２市町村以上が連携して主催するスポーツ大会
　　　・補　助　率：１／２
　　　・補助上限額：２，０００千円

　　　

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９，５００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「あきた元気！ＷＡＯＮ」スポーツ振興に関する寄附金活用予定）
　
（１）スポーツ合宿推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，５００千円

（負担金補助及び交付金）
（２）スポーツ大会・イベント支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８，０００千円

（負担金補助及び交付金）
　　　
　　
　

潟上市スポーツ
フェスティバル２０２２

バドミントン
Ｓ／Ｊリーグ

１００キロチャレンジ
マラソン

令和４年度の事業例
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                         　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ振興課
１　目　的
　　「スポーツ立県あきた」の実現に向け、優れた素質を有するジュニア層の発掘を行い、一貫した強化を図るとともに、　
　各競技団体が行う選手強化の取組を支援する。

２　概　要
（１）スポーツ王国づくり強化事業　　　　　　　　　　　１９５，４９９千円
　　①選手強化対策等への支援　　　　　　　　　　　　　　９６，４８０千円
　　　競技団体が実施する選手強化対策事業に対して補助する。
　　　・補助対象：国体競技４１団体（種目別延べ４８団体）
　
　　②スポーツ医科学サポートの実施　　　　　　　　　　　１６，０８２千円
　　　県スポーツ科学センターにおいて選手に対する医科学サポートを実施する。

　　③競技力向上対策の実施　　　　　　　　　　　　　　　８２，３６１千円
　　　選手の育成・強化のための諸施策や競技団体への指導など、県スポーツ協
　　会と連携した競技力向上対策を実施する。
　　　・委 託 先：（公財）秋田県スポーツ協会（予定）

　　④強化策検討部会の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７６千円
　　　外部有識者の意見を聞きながら、競技力向上対策の効果を検証するととも
　　に、今後の取組について検討を行う。
　　
（２）アスリート輩出のためのタレント発掘事業　　　　　　　７，０４２千円
　　　ジュニア期から優れた素質を有する選手の発掘・育成・強化に向け、
　　ＡＫＩＴＡスーパーわか杉っ子発掘プロジェクトを実施する。
　　　・対象競技：フェンシング、スピードスケート、ライフル射撃
　　

スポーツ王国創成事業について

レスリング成年男子７７ｋｇ級優勝

バスケットボール成年男子４連覇
（(株)秋田魁新報社提供）

栃木国体での活躍事例
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（３）チームＡＫＩＴＡ強化事業　　　　　　            　　　５５，９６９千円
　　①チームＡＫＩＴＡ強化・育成システム　　　　　　　　　　３０，４２０千円
　　　県高校選抜選手に対する定期練習会の開催等により、個々のレベルに応じた強　
　　化を通じてジュニア層全体のレベルアップに取り組むほか、上級資格の取得を目
　　指し指導者を養成する競技団体に補助する。
　　　・補助対象：９競技団体

　　②チームＡＫＩＴＡスタートアップ支援　　　　   　　　 　１４，８００千円
　　　小中学生及び高校生を対象に各地区や県全体による合同練習会の開催等により、
　　選手個々のレベルに応じた適切な指導を行う競技団体に補助する。
　　　・補助対象：県内の競技団体（①の９競技団体を除く。）

　　③中学生強化選手の指定・育成　     　　　　　　　　　 　１０，５５３千円
　　　将来、国体やインターハイ等で上位入賞が期待できる有望な中学生を強化選手
　　に指定し、ジュニア育成アドバイザーによる競技力向上研修等を実施する。
　　　・委 託 先：(公財)秋田県スポーツ協会（予定）

　　④秋田型走力アッププログラム事業　　　　　　　　　　　　　　　１９６千円
　　　小学生の走力の向上を図るために作成したプログラムを秋田市内の小学校に配
　　付し、授業等で活用してもらうことにより、小学生の運動能力の底上げを図る。
      　

全国中学生フェンシング選手権大会
優勝
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（３）チームＡＫＩＴＡ強化事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 ５５，９６９千円　　

内　訳

・報償費　　　　　　　　　　　　　　　　９６千円
・旅　費　　　　　　　　　　　　　　　１００千円
・委託料　　　　　　　　　　　　１０，５５３千円
・負担金補助及び交付金　　　　　４５，２２０千円

委託料の内訳

・人件費（ジュニア育成アドバイザー）
　　　　　　　　　　　　　６，９８５千円　　　　　　　　　　
・中学生強化選手育成事業　３，５６８千円　　　　　

・育成プログラムの指導計画書作成・実施
　　　　　　　　　　　　　　  ５００千円　　　　　　　　　　

・報償費　　　　　　　　　　　　　　　３２０千円
・旅　費　　　　　　　　　　　　　５，３８２千円
・需用費　　　　　　　　　　　　　　　４６８千円
・役務費　　　　　　　　　　　　　　　３６１千円
・委託料　　　　　　　　　　　　　　　５００千円
・使用料及び賃借料　　　　　　　　　　　１１千円

内　訳

（２）アスリート輩出のためのタレント発掘事業　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 ７，０４２千円　　

委託料の内訳

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２５８，５１０千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・人件費　　　　　　　　　　　　　６，４５６千円　　　　　　　　　　　　　　　　　
・報償費　　　　　　　　　　　　　４，０４８千円
・旅　費　　　　　　　　　　　　　３，４０７千円
・需用費　　　　　　　　　　　　　　　４９０千円
・役務費　　　　　　　　　　　　　１，５３４千円
・委託料　　　　　　　　　　　　８２，３６１千円
・使用料及び賃借料　　　　　　　　　　７１１千円
・負担金補助及び交付金　　　　　９６，４９２千円

内　訳

 （１）スポーツ王国づくり強化事業　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９５，４９９千円　　

委託料の内訳

　・県民体育大会事業費　　　１，５１８千円　　　　　　　　　　
　・人件費（テクニカルアドバイザー）　
　　　　　　　　　　　　　４２，３３２千円　　　　　
　・人件費及び事務費　　　３８，５１１千円
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県有体育施設整備・改修事業について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ振興課　　
１　目　的
　　県有体育施設について、利用者の安全・安心を確保するとともに、各種競技大会を支障なく開催できるよう施設・　
　設備の改修等を実施する。

２　概　要
　①県立体育館　屋根防水工事等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９，４０４千円
　　経年劣化により雨漏りが発生している軒樋部分の改修等

　②県立スケート場　氷上整備車更新等　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５，３４３千円
　　経年劣化により使用不能となっている氷上整備車の更新等

　③田沢湖スポーツセンター　体育館等ＬＥＤ化修繕　　　　　　　　　　　　２９，７９５千円
　　製造終了となった水銀灯等のＬＥＤ照明への改修

　④総合プール　空調機外気側ダンパー修繕　　　　　　　　　　　　　　　　　６，８７６千円
　　経年劣化により故障している空調機の外気側ダンパーの修繕

  ⑤県立野球場　内野スタンド防水工事設計業務委託　　　　　　　　　　　　　３，５４５千円
　　経年劣化により階下に雨漏りが発生している内野スタンドの防水改修

県立スケート場氷上整備車 県立野球場内野スタンド
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３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 １４６，３９６千円

                                                              ・需用費　　　　　　　　５０，２４８千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・委託料(設計費)  　  　１７，１７９千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・工事請負費　　　　　　４６，５７４千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・備品購入費　　　　　　３２，３９５千円　　　　　　　　　

内　訳

　⑥向浜運動広場　４面球場照明ＬＥＤ化設計業務委託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，６０１千円
　　製造終了となった水銀灯等のＬＥＤ照明への改修

　⑦新屋運動広場　投光器ＬＥＤ化設計業務委託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，６０１千円
　　製造終了となった水銀灯のＬＥＤ照明への改修

　⑧大館樹海ドーム　自動火災報知設備改修設計業務委託　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，６２６千円
　　耐用年数の超過により故障リスクが高まっている自動火災報知設備の改修

　⑨能代山本スポーツリゾートセンター　屋根防水工事設計業務委託等　　　　　　　　　　　１４，６０５千円　　　　　　　　　　　　　
　　雨漏りが生じている屋根、外壁の防水改修等　
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                         　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ振興課

１　目　的
　　アスリートの県内就職や競技継続を支援することにより、将来、指導者としてジュニア世代を育成する「循環型の強化
　システム」の確立に向けた取組を進めるとともに、小中学生が身近な場所で様々な競技に触れる機会を創出すること等に
　より、県内スポーツ人口のすそ野拡大を図る。
　
２　概　要
（１）アスリートのキャリア支援事業　　　　　　　　　　　２３，５３３千円
　　①アスリートと企業等のマッチングサポート　　　　　　　６，１３３千円
　　　県内に就職し競技の継続を希望するアスリートと企業等とのマッチング
　　サポートを実施する。
　　　・実施内容：無料職業紹介事業による就職支援

　　　　　　　　　就職推進アドバイザーの配置（１名）
　　　　　　　　　アスリート就職説明会の開催など
　　　・委 託 先：(公財)秋田県スポーツ協会（予定）
　　

　　②秋田県トップアスリート正規雇用奨励金　　　　　　　　３，０００千円
　　　トップアスリートを雇用した企業等に対して、奨励金を支給する。
　　　・支 給 額：１，０００千円×３人
　　

　　③秋田県トップアスリート競技活動サポート補助金　　　１４，４００千円
　　　企業等がサポートするトップアスリートの競技活動経費に対し支援する。
　　　・補助上限：年１，２００千円（Ｒ元年度までの採用は２，４００千円）
　　　・対 象 者：９人

　
　　

スポーツのすそ野拡大事業について

アスリート支援・企業セミナー

【あきたアスリート就職支援ホームページ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
http://www.akitaikyo.or.jp/job/

56

http://www.akitaikyo.or.jp/job/


（２）来て、見て、やって、スポーツ体験事業　　　　　　　　　　４，２０５千円
　　①競技適性トライアル事業　　　　　　　　　　　　　　　　　２，７０５千円
　　　小中学生を対象に、自分の競技適性を知るための運動能力測定会を実施すると
　　ともに、様々なスポーツに興味を持ってもらうための体験会を開催する。
　　　・委 託 先：(公財)秋田県スポーツ協会（予定）

　　②子どものスポーツ体験教室委託事業【新規】　　　　　　　　１，５００千円
　　　運動部活動の地域移行を見据え、小中学生を対象とした運動体験教室のモデル
　　的な実施を総合型地域スポーツクラブに委託する。
　　　・委 託 先：総合型地域スポーツクラブ　３クラブ（予定）

（３）女性アスリート支援事業　　　              　　　　　　　２，８８６千円
　　　女性アスリート特有の課題への対処方法を改善し、女子中高校生が競技を継続
　　しやすい環境をつくる。
　　　・有識者等による女性アスリートサポート委員会を設置して、女性アスリート
　　　　特有の課題を整理するとともに、戦略的な普及・強化策を検討する。
　　　・女子中高校生アスリートや保護者を対象に、医師や栄養士による講習会・相
　　　　談会を実施する。
　　　　
（４）スポーツの推進に向けた体制整備事業　　　　　　　　　　２０，７９６千円
　　①スポーツ振興事業委託　　　　　　　　　　　　　　　　　１６，２４２千円
　　　スポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブなど、地域のスポーツ活動団体へ
　　の支援等により、県民がスポーツに親しむ機会を創出する。
　　　・委 託 先：（公財）秋田県スポーツ協会（予定）

　　②スポーツ普及奨励事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，５００千円
　　　県民へのスポーツ普及・奨励事業に対して補助する。
　　　・補助対象：（公財）秋田県スポーツ協会

　　③県広報紙による情報発信　　　　　　　　　　　　　　　　　１，０５４千円
　　　県による強化・育成や普及事業等について県広報紙「あきたびじょん」により
　　情報発信を行う。　　　　

スポーツ能力測定会＆体験会
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（２）来て、見て、やって、スポーツ体験事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４，２０５千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委託料）　　

 
３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５１，４２０千円　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内　訳

（１）アスリートのキャリア支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２３，５３３千円　　

・報償費　　　　　　　　　　　　　３，０００千円
・委託料　　　　　　　　　　　　　６，１３３千円
・負担金補助及び交付金　　　　　１４，４００千円

委託料の内訳

・人件費　　　　　　　　　４，２１５千円　　　　　　　　　　
・アドバイザー活動費　　　　　６２２千円　
・就職支援事業費　　　　　１，２９６千円　　　

委託料の内訳

○競技力適性トライアル事業
・報償費　　　　　　　　　　　１１０千円　
・会場及び機器使用料　　　　　８２５千円
・データ分析、アドバイス　１，３２０千円
・事務費　　　　　　　　　　　４５０千円
○子どものスポーツ体験教室委託事業
・指導者謝金・旅費　　　　　　７２７千円
・用具購入費　　　　　　　　　３３０千円
・会場使用料　　　　　　　　　１４８千円
・事務費　　　　　　　　　　　２９５千円

58



（３）女性アスリート支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，８８６千円　　

内　訳

・報償費　　　　　　　　　　　　　１，３４０千円
・旅　費　　　　　　　　　　　　　　　２３７千円
・需用費　　　　　　　　　　　　　　　１８０千円
・役務費　　　　　　　　　　　　　１，０３２千円
・使用料及び賃借料　　　　　　　　　　　９７千円

委託料の内訳

○スポーツ振興事業委託
・スポーツ表彰事業　　　 　１，３９６千円　　　　　　　　　　
・スポーツ少年団関連事業 　　　７２９千円　
・人件費及び事務費　　　 １４，１１７千円　　　
○県広報誌による情報発信
・広報誌の制作経費　　　 　　　９１８千円

（４）スポーツの推進に向けた体制整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０，７９６千円　　

・役務費　　　　　　　　　　　　　　　１３６千円
・委託料　　　　　　　　　　　　１７，１６０千円
・負担金補助及び交付金　　　　　　３，５００千円

内　訳
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ振興課
１　目　的
　　ＩＣＴを活用し、「いつでも、どこでも、気軽に」スポーツに親しめる機会を創出することで、県民のスポーツ実施
　率の向上を図る。

２　概　要
（１）指導者派遣等によるスポーツ実施率の向上事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７８１千円
　　　スポーツ科学センターが認定した指導者等を企業やスポーツ実施率の低い市町村に派遣するほか、親子運動教室を

　　開催する。

（２）いつでも、どこでも、気軽にスポーツ配信事業【新規】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，５１８千円
　　　スポーツ科学センターで実施する運動教室等をウェブサイトで配信
　　する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　予算額　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　４，２９９千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内　訳

（１）指導者派遣等によるスポーツ実施率の向上事業　　　 ７８１千円　　

・報償費　　　　　　　　　　　　　　　４３０千円
・旅　費　　　　　　　　　　　　　　　３４０千円
・役務費　　　　　　　　　　　　　　　　１１千円

内　訳

（２）いつでも、どこでも、気軽にスポーツ配信事業　 ３，５１８千円　　

・人件費　　　　　　　　　　　　　２，３０９千円　　　　　　　　　　　　　　　　　
・報償費　　　　　　　　　　　　　　　５４０千円
・旅　費　　　　　　　　　　　　　　　２２２千円
・需用費　　　　　　　　　　　　　　　１６６千円
・役務費　　　　　　　　　　　　　　　２６４千円
・使用料及び賃借料　　　　　　　　　　　１７千円

ＩＣＴを活用したスポーツ活動推進事業について

【令和４年度に配信した運動教室の例】

スポーツ科学センター公式You Tubeチャンネル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
https://www.youtube.com/@aiss.sports/featured
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新県立体育館整備事業について

スポーツ振興課

１ 目 的

令和１０年秋の開館を目指す新県立体育館の整備に向けて、有識者等による検討委員会を開催し、新体育館の機能・規模等

の検討を行い、基本計画を策定する。

２ 概 要

（１）基本計画検討委員会の開催

新体育館の機能・規模、建設候補地、整備運営手法等の

検討を行うため、有識者等による検討委員会を開催する。

・検討委員：学識経験者、競技団体、中体連・高体連、

商工団体等 １２名

・開催日程：４～８月頃 ６回程度

（２）基本計画策定支援業務委託（債務負担行為設定済）

基本計画の策定に当たり、コンサルタントから専門的、

技術的な支援を受ける。

・内 容：機能・規模等の検討、概算事業費の算定等

・委託期間：令和５年１月～１０月

・委 託 先：（株）山下ＰＭＣ

（３）ＰＦＩ導入可能性調査業務委託（債務負担行為設定済）

ＰＦＩ等の整備運営手法の調査・検討に当たり、コンサ

ルタントから専門的、技術的な支援を受ける。

・内 容：整備運営手法の検討、ＶＦＭ（※）の算定等
※ Value For Moneyの略で、ＰＦＩの導入によるコスト削減率

・委託期間：令和５年３月～９月

・委 託 先：企画提案競技により選定

３ 予算額 ３６，１７５千円

（１）基本計画検討委員会の開催 ４，６７５千円

内 訳 ・報償費 ６００千円

・旅 費 １，９００千円

・需用費 １，５９５千円

・役務費 ４８０千円

・使用料及び賃借料 １００千円

（２）基本計画策定支援業務委託 １６，５００千円

内 訳 検討委員会運営・基本計画案策定支援、

報告書作成等業務 １６，５００千円

（３）ＰＦＩ導入可能性調査業務委託 １５，０００千円

内 訳 事業スキーム等検討・ＶＦＭ算定支援、

報告書作成等業務 １５，０００千円
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秋田県スポーツ科学センター条例の一部を改正する条例案について
                                                                                            スポーツ振興課

１　改正理由
　　センターの体力測定室に体成分分析装置を導入したことに伴い、同室を体成分測定のために使用する者から使用料　
　を徴収する必要がある。

２　改正内容
　　使用料の額を次のとおりとする。
　　（別表第２関係）

　

３　施行期日
　　令和５年４月１日

区　　　　　　　　　分 使用料の額（１人につき）

児童生徒 １６０円

一般 ３２０円

体成分分析装置 使用イメージ

（参考）体成分測定について
　　○測定項目
　　　体水分量、部位別筋肉量、体脂肪量、
　　　タンパク質量、ミネラル量　等　
　　○メリット
　　　自分の身体の状態を詳細に把握できるよう　
　　になることで、県民の運動習慣づくりに役立
　　つ。また、アスリートの強化・育成にも効果
　　的である。
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